
職員給与・職員定数の状況を公表します

後期高齢者医療制度が４月からスタートします！

今月の表紙　　つべつ雪まつり　～迫力満点！丸太を引っ張りタイムを競う真冬の大運動会～

温故知新

山紫水明の里に生きる

上里　佐野　敏行　さん



※１「１%」とは、「（医療費総額－267,000円）×１%」

※２ 過去12カ月に３回以上の支給を受けた場合の、４回目以降の自己負担額

表３　高額療養費の自己負担額限度額（月ごと）

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が
４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

75
歳
以
上
の
す
べ
て
の
方
が
対
象
で
す

平
成
20
年
４
月
か
ら
現
行
の
老

人
保
健
制
度
に
か
わ
り
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
が
始
ま
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
は
、
75
歳
以
上

の
す
べ
て
の
方
と
65
歳
以
上
で
一

定
の
障
が
い
の
あ
る
と
認
定
を
受

け
ら
れ
た
方
で
す
。

現
在
の
老
人
医
療
受
給
者
は
、

後
期
高
齢
者
医
療
に
、
自
動
的
に

加
入
す
る
た
め
、
手
続
き
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。

た
だ
し
、
４
月
以
降
に
65
歳
以

上
75
歳
未
満
で
一
定
の
障
が
い
が

あ
る
方
が
後
期
高
齢
者
医
療
に
加

入
す
る
場
合
は
、
役
場
国
保
係
に

申
請
が
必
要
で
す
。

加
入
手
続
き
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん

保
険
料
は
、
被
保
険
者
全
員
が

負
担
能
力
に
応
じ
て
公
平
に
納
め

る
こ
と
に
な
り
、
全
員
が
等
し
く

負
担
す
る
「
均
等
割
額
」
と
所
得

に
応
じ
て
負
担
す
る
「
所
得
割
額
」

の
合
計
と
な
り
ま
す
。【
表
１
】

●
低
所
得
者
世
帯
へ
の
軽
減

低
所
得
者
世
帯
の
被
保
険
者
は
、

世
帯
の
所
得
水
準
に
応
じ
て
、
均
等

割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。【
表
２
】

●
被
扶
養
者
へ
の
軽
減

被
用
者
保
険
の
被
扶
養
者
は
、

２
年
間
、
所
得
割
額
が
か
か
ら
ず
、

均
等
割
額
も
半
額
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
20
年
度
は
特
例

と
し
て
保
険
料
を
９
月
ま
で
徴
収

せ
ず
、
10
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で

は
均
等
割
額
の
１
割
２
１
０
０
円

の
負
担
と
な
り
ま
す
。

●
保
険
料
の
徴
収
は
４
月
か
ら

保
険
料
の
徴
収
は
、
介
護
保
険

と
同
様
に
原
則
と
し
て
年
金
か
ら

差
し
引
い
て
納
付
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
年
金
額
が
18
万
未
満
の

方
や
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
と

介
護
保
険
料
の
合
計
額
が
年
金
受

給
額
の
２
分
の
１
を
超
え
る
方
は
、

納
付
書
や
口
座
振
替
な
ど
の
方
法

で
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

保
険
料
は
被
保
険
者

全
員
が
納
め
ま
す

表１ 保険料額の計算方法

年 間 保 険 料

（平成20・21年）

限度額50万円

均 等 割 額
43 ,143円

(所得の低い世帯は軽減)

所 得 割 額

(所得ー33万円）

所得割率 9.63 %

‖

＋

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

更
新
の
日
程
は
広
報
３
月
号
17

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【表２】 均 等 割 額 の 軽 減 一 覧 表　
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【療養病床に入院した場合】

※qの場合の460円は、管理

栄養士または栄養士により

栄養管理 が行われているな

ど一定の要件を満たす保険

医療機関の場合の額です。そ

れ以外は、420円です。

※左表は、入院医療の必要

性の高い方以外の方に係る

ものです。

�

�

【療養病床以外に入院した場合】

表５ 入院時の１食当たりの食費・１日当たりの居住費の標準負担額

wに該当する方で過去１年

の入院日数が90日を超える

場合は、１食につき160円に

なります。なお、この入院日

数には、老人医療受給者であ

った期間に係る入院日数を

含みます。

表４　医療給付の種類別一覧表

�

�

�

病
院
な
ど
の
窓
口
で
支
払
う
自

己
負
担
額
は
、
老
人
保
健
制
度
と

同
じ
く
、
か
か
っ
た
費
用
の
１
割

で
す
。
た
だ
し
、
現
役
並
み
所
得
者

(

同
一
世
帯
に
住
民
税
の
課
税
所
得

が
１
４
５
万
円
以
上
の
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
が
い
る
方
）

は
３
割
を
負
担
し
ま
す
。
次
に
該

当
す
る
方
は
、
申
請
し
認
定
を
受

け
る
と
１
割
負
担
に
な
り
ま
す
。

q
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
１
人

の
み
の
場
合
、
被
保
険
者
本
人
の

収
入
が
３
８
３
万
円
未
満
の
方

w
同
一
世
帯
に
被
保
険
者
が
２
人

以
上
い
る
場
合
、
被
保
険
者
の

収
入
の
合
計
額
が
５
２
０
万
円

未
満
の
方

受
け
ら
れ
る
給
付
は
、
老
人
保

健
制
度
や
国
民
健
康
保
険
と
基
本

的
に
同
じ
で
す
。
医
療
給
付
の
種

類
は
表
４
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
入
院

時
食
事
療
養
費

の
食
費
と
居
住

費
の
負
担
額
は

表
５
に
記
載
し

て
い
ま
す
。

受
け
ら
れ
る
医
療
給
付
は

今
ま
で
と
変
わ
り
ま
せ
ん

病
院
な
ど
の
窓
口
負
担
は

１
割
ま
た
は
３
割
で
す

�

国保係

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て
ご
不
明
な
点
が
あ

り
ま
し
た
ら
役
場
国
保
係
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区　分　　 歳出総額（A） 人件費（B） 人件比率（B／A）

平成18年度　　 59億2,355万円 10億4,382万3千円　　 17.6%

表１　人件費の状況　　　　　　 （地方財政状況調べ：普通会計）

・特別職に支給される給料、報酬などを含む。

区　　　　分
経　　験　　年　　数

５年以上10年未満

一般行政職
大学卒

高校卒

技能労務職 高校卒

235,075円 298,529円

233,500円

10年以上15年未満

表３ 職員の経験年数別、学歴別平均給料月額の状況

375,271円 343,655円

一 般 行 政 職

平均給料月額 平均年齢

技 能 労 務 職

46.11歳

区 分

津 別 町

※ 国家公務員行政職 (一) 月額俸給＋地域手当等　351,921円　40.7歳

48.11歳

平均年齢平均給料月額

表４ 職員の平均給料月額と平均年齢の状況　　

6,062万6千円 1億9,446万1千円4億6,873万3千円 7億2,382万円

表２　職員給与費の状況（一般会計当初予算） （特別職を除く）

区 分
給　　　　　与　　　　　費職員数

給　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B)

１人当たり
給与費
（B／A）

(A)

691万円

・職員手当は、退職手当、期末・勤勉手当を除いた諸手当の総額です。

・給与費は当初予算に計上した額で、教育長を含んでいます。

平　成
18年度 112人

表７　主な職員手当の内容
q扶養手当 （平成19年４月１日現在）

配偶者がない場合

扶養親族でない配偶者を有する場合

配 偶 者 第 1 子

13,500円 6,500円 6,500円

｜ 11,000円 6,500円

｜ 6,500円

第2子以降世　帯　の　形　態

w住居手当

◆借家等の場合（家賃が12,000円を超えるものに限る）

家賃の額に応じて、27,000円を限度に支給する。

◆自宅の場合　　　　 2,500円 (新築、購入後５年間に限り1,500円加算)

他の助成制度を受けている場合は1,900円

常任委員長

町　　長

副 町 長

教 育 長

議　　長

副 議 長

議　　員

給
　
　
　
料

報
　
　
　
酬

区　　分 給料月額等 期末手当

750,000円

650,000円

580,000円

300,000円

240,000円

215,000円

198,000円

6月期

1.40月分

12月期

1.60月分

計

3.00月分

表５　特別職の給料・報酬の状況　
（平成19年４月１日現在）区　　分

大 学 卒

級・号俸

短 大 卒

高 校 卒

決定初任給

一
般
行
政
職

１級25号俸

１級15号俸

１級５号俸

172,200円

152,800円

140,100円

表８　初任給の状況
（試験採用：平成19年4月1日現在）

e期末・勤勉手当の年間支給割合
（平成19年4月1日現在）

12月

６月

計

1.40カ月分

1.60カ月分

3.00カ月分

0.75カ月分

0.75カ月分

1.50カ月分

区　分 期　末 勤　勉 職務加算

有

津　別　町　と　同　じ

津
　
別
　
町

国

表９　部門別職員数の状況
（定員管理調査　各年4月1日：人）

一
　
般
　
行
　
政
　
部
　
門

特
別
行

政
部
門

公
営
企
業
等

会
計
部
門

議　　会

総務企画

税　　務

民　　生

衛　　生

農林水産

商　　工

土　　木

小　　計

教　　育

水　　道

下 水 道

そ の 他

小　　計

合　　　　計

区　　　分

部　　　門

職　員　数 対前年増減数

19年 18年 17年

2 2 2 0 ０　 0

30 35 37  －5 －2 0

5     5      5         ０ ０ ０

4        4      4   0     0     0

1    1         1    0        0 －1

26 27 27 －1 0   0 

2         2        1  0        1 －1

18 18 18 0  0     －1    

６ 6      8    0    －2      ０

18 18 16   0 2 －2

10 11 14 －1 －3   0  

31 32 32 －1 0     －1

88  94   96 －6  －2 －4

137   144   146   －7    －2   －6

扶養親族である配偶者を有する場合

19年 18年 17年

15 15 13 0  2  －1    

給与実態調査（平成19年4月1日現在）

6,500円

※満15歳から22歳の子については、5,000円を加算する。

給与実態調査（平成19年4月1日現在）

※職務加算（５～15%）は40％～
50％の減額。

※期末手当の職務加算（15%）は無し

表10 級別職員数の状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成19年4月1日現在）

標 準 的 な

業 務 内 容

職　　員　　数

構　　成　　比
平　成
19年度

区　　　 分 １　　　　級

主　事・技　師
保健師・公務補
技　手・介護員
栄養士・看護師
調理員

1 人
0.7  %
1 人
0.7 %

２　　　　級

6 人
4.4 %
6 人
4.2 %

３　　　　級

係　長・主　査
主　任・主任技手
主 任 介 護 員
主 任 調 理 員
主 任 公 務 補

47 人
34.6 %
49 人
34.3 %

63 人
46.3 %
66 人
46.1 %

５　級

課　　長

課長補佐

13 人
9.6 %
11 人
7.7 %

６　級

課　長

6 人
4.4 %
10 人
7.0 %

計

136 人
100 %
143 人
100 %

津 別 町

市町村名
ラスパイ
レス指数

市町村名

1 0 0 . 0

ラスパイ
レス指数

美 幌 町 北 見 市 網 走 市

北 海 道

大 空 町 訓子府町

国

9 4 . 99 7 . 4 9 7 . 3

9 6 . 8 9 9 . 0

9 7 . 69 0 . 5

表６　ラスパイレス指数　（平成19年４月１日現在）

6,871万円 2億 766万9千円4億9,779万6千円 7億7,417万5千円

689万円平　成
19年度

105人

15年以上20年未満 20年以上25年未満

176,800円

257,567円－

315,700円

－

307,700円

387,950円

355,340円

336,533円

※ － 表示は該当者なし。

４　　　　級

職　　員　　数
構　　成　　比

平　成
18年度

主　事・技　師
保健師・公務補
技　手・介護員
栄養士・看護師
調理員

係　長・主　査
主 任 技 手
主 任 介 護 員
主 任 調 理 員
主 任 公 務 補

※平成19年度から８級制を６級制に変更しました。平成18年度は６級制に直して掲載しました。

平成19年4月1日現在の職員数

は、137人です。平成18年度と比

べ、７人の減となっています。こ

れらの職員の部門別配置は、表9、

また職務、職階を表す級別の状況

は表10のとおりです。

なお、表9、10の職員数とは、地方

公務員の身分を持っている職員の

人数です。身分を持つ休職者や派

遣職員などは含まれますが、臨時

職員や非常勤職員は除かれます。

職 員 数 の 状 況

職員手当には、期末・勤勉手当、

扶養手当、住居手当、通勤手当な

ど、いろいろな種類があります。

そのうち一番大きいものが、民間

の賞与に当たる期末・勤勉手当で

す。町の職員の場合は、あらゆる

手当の支給割合または額が条例で

定められています。例えば期末手

当は年間で３.０カ月分、勤勉手当

が１.5カ月分で合計４.5カ月とな

っています。

主な職員手当の内容は表７のと

おりです。表７以外にも通勤手当、

特殊勤務手当、管理職手当、寒冷

地手当などが支給されています。

管理職手当は、19年度中30%の減

額をしています。

職　員　手　当

ラスパイレス指数とは、一般行政職の給与水準を比

較するために用いられる指数です。地方公共団体の一

般行政職員の学歴別・経験年数別の構成など国と同一

と仮定し、国の平均給与額を100として算出しています。

津別町および近隣自治体の指数は表６のとおりです。

ラスパイレス指数
市町村名 ラスパイ

レス指数

置 戸 町

小清水町 清 里 町 斜 里 町

9 9 . 0

9 8 . 8 9 5 . 9 9 6 . 3

給与費とは人件費の中の職員給

与と諸手当の合計です。この給与

費の平成19年度の一般会計におけ

る予算状況は、合計で７億2,382万

円。内訳は表２のとおりとなって

います。

平成18年度決算の人件費は、町の歳出

総額の17.6％を占めています。

人件費とは、職員や特別職（町長、助役、

収入役、議員、各種委員など）に支給さ

れる給料や報酬のほか、使用者が負担する

健康保険や退職手当といった共済費など

も含まれます。

町長、副町長、教育長、議会議員の給

料月額等と期末手当の支給割合は、表５

のとおりです。

給　 与　 費

人　件　費

特別職の給与・報酬

平成17年度より総務省から提供された共通様式による情報

を町のホームページで公開しています。３月中に更新予定

ですのでどうぞご覧ください。

ＨＰアドレス【http://www.town.tsubetsu.hokkaido.jp/】

問い合わせ先　役場庶務係 †76－2151内線208：209

役
場
職
員
の
給
与
は
、
そ
の
職
務
に
応
じ
た
給
料
と
諸
手
当
か
ら
な
っ
て
お
り
、
国
家

公
務
員
や
ほ
か
の
地
方
公
共
団
体
な
ど
の
給
与
と
の
均
衡
な
ど
に
考
慮
し
た
上
で
決
め

ら
れ
て
お
り
、
町
議
会
で
議
決
さ
れ
た
条
例
に
基
づ
き
支
給
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
そ
の
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況
に
つ
い
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
対
し
て
、
毎
年
、

そ
の
あ
ら
ま
し
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

職
員
給
与
・
職
員
数
の

状
況
を
公
表
し
ま
す



２
月
16
日
、
17
日
の
両
日
、
で
て
こ
い
ラ

ン
ド
横
広
場
で
５
年
振
り
と
な
る
つ
べ
つ
雪

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
天
燈
の
打
ち
上
げ
や

雪
中
競
技
な
ど
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

16
日
の
前
夜
祭
で
は
台
湾
の
二
水
郷
か
ら

陳
文
献
郷
長
補
佐
官
、
張
錫
池
歴
史
文
化
室

長
、
通
訳
の
郭
仲
熙
次
長
を
招
き
、
町
民
会

館
で
50
人
の
方
が
指
導
を
受
け
な
が
ら
赤
、

今
年
も
全
国
大
会
金
賞
獲
得
を
目
指
し
て
！

活
汲
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

２
月
14
日
と
15
日
の
両
日
、
活
汲
中
学
校

の
全
校
生
徒
が
網
走
川
の
工
事
を
請
け
負
う

共
同
企
業
体
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
６
基
の

雪
像
を
作
製
し
ま
し
た
。

今
年
で
２
年
目
を
迎
え
た
雪
像
づ
く
り
は

共
同
企
業
体
の
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
行

わ
れ
、
北
見
河
川
事
務
所
の
職
員
か
ら
網
走

川
と
常
呂
川
の
講
話
や
ビ
デ
オ
を
見
た
後
、

グ
ラ
ン
ド
に
準
備
さ
れ
た
高
さ
２
c
、
縦
横

１
c
の
６
基
の
雪
柱
で
製
作
テ
ー
マ
の
ア
ニ

メ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
を
作
り
ま
し
た
。

２
日
間
と
も
強
風
が
吹
き
付
け
る
中
で
の

作
業
で
し
た
が
、
一
生
懸
命
ス
コ
ッ
プ
を
動

か
し
て
い
ま
し
た
。
翌
日
は
水
で
光
沢
を
付

け
る
な
ど
仕
上
げ
作
業
を
行
い
、
見
事
な
作

品
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

寒
さ
に
負
け
ず
頑
張
り
ま
し
た

活
汲
中
学
校
の
生
徒
が
雪
像
づ
く
り

２
月
16
日
、
中
央
公
民
館
で
全
国
リ
コ
ー

ダ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
す
る
活
汲
リ
コ
ー

ダ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
の
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ

ー
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
は
全
国
大
会
出
場
曲
「
シ
ン
プ

ル
・
サ
ン
バ
」「
ア
ッ
ト
・
ザ
・
サ
ー
カ
ス
」

な
ど
を
含
む
３
曲
。
中
学
生
も
合
奏
の
全
国

大
会
出
場
曲
「
フ
ェ
ン
・
シ
ャ
ル
・
ザ
・
サ

ン
シ
ャ
イ
ン
」
な
ど
２
曲
を
披
露
し
、
会
場

を
訪
れ
た
約
１
０
０
人
の
観
衆
か
ら
は
、
春

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
見
事
な
演
奏
に
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
津
別
中
学
校
吹
奏
楽
部
と
津
別
混

声
合
唱
団
、
桜
井
浩
子
さ
ん
と
の
合
同
合
奏

が
行
わ
れ
、
会
場
内
は
音
楽
の
大
き
な
輪
で

広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

２
月
８
日
、
津
別
小
学
校
の
体
育
館
で
10

数
年
に
わ
た
り
、
交
通
安
全
の
標
語
看
板
を

製
作
し
て
く
れ
た
達
美
（
ケ
ア
ハ
ウ
ス
在
住
）

の
梶
原
光
雄
さ
ん
（
93
歳
）
に
全
校
児
童
の
前

で
水
上
隆
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
児
童
会
長
の
水
上
知

香
さ
ん
が
花
束
を
手
渡
し
「
私
た
ち
の
た
め

に
看
板
を
描
い
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
体
に
気
を
付
け

長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
」
と
お
礼
の
言
葉
を

送
り
ま
し
た
。

梶
原
さ
ん
も
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
た

だ
け
で
す
。
児
童
の
み
な
さ
ん
も
風
邪
を
引

か
な
い
よ
う
元
気
に
過
ご
し
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
た
後
、
全
校
児
童
の
大
き
な
拍
手
を

受
け
な
が
ら
笑
顔
で
退
席
し
ま
し
た
。

２
月
14
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
夜
、

双
子
の
桜
の
下
に
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
を
並

べ
た
幻
想
的
な
ハ
ー
ト
が
出
現
し
ま
し
た
。

今
年
で
21
回
目
を
迎
え
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
双
子
の
桜
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
（
江
草
智
行
会

長
）
が
取
り
組
ん
で
い
る
恒
例
行
事
で
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
夜
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
津
別
高
校
生
徒

会
７
人
の
協
力
で
85
個
の
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
ド

ル
を
ハ
ー
ト
形
に
並
べ
ま
し
た
。
点
灯
は
強

風
の
た
め
何
度
も
火
を
付
け
直
し
ま
し
た
が
、

懸
命
な
作
業
の
お
か
げ
で
縦
20
c
横
８
c
の

大
き
な
ハ
ー
ト
が
浮
か
び
上
が
り
ま
し
た
。

ス
キ
ー
場
の
照
明
が
落
と
さ
れ
た
こ
ろ
に

は
、
多
く
の
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
連
れ
が
訪
れ
、

ハ
ー
ト
を
バ
ッ
ク
に
記
念
写
真
を
撮
っ
た
り
、

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
な
夜
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

２
月
19
日
、
町
長
室
で
長
年
に
わ
た
り
子

ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
交
通
安
全
指
導
に
貢

献
し
て
き
た
松
浦
秀
齊
さ
ん
（
大
通
り
）
に

佐
藤
多
一
町
長
か
ら
北
海
道
社
会
貢
献
賞
の

表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

松
浦
さ
ん
は
昭
和
56
年
か
ら
26
年
間
、
交

通
指
導
員
と
し
て
下
校
時
の
子
ど
も
た
ち
を

含
め
た
地
域
住
民
へ
の
安
全
指
導
の
徹
底
と

安
全
思
想
へ
の
普
及
、
行
事
の
交
通
整
理
な

ど
に
貢
献
し
て
き
た
こ
と
が
今
回
認
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。

受
賞
に
際
し
松
浦
さ
ん
は
「
小
さ
な
事
故

で
も
起
こ
し
て
し
ま
え
ば
こ
の
賞
の
意
味
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
今
ま
で
以
上
に

運
転
に
は
気
を
付
け
て
い
き
た
い
で
す
」
と

感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

交
通
安
全
の
看
板
を
あ
り
が
と
う

梶
原
光
雄
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
る

幻想的なハートが今年も灯りました

長
年
の
交
通
安
全
指
導
に
貢
献

松
浦
さ
ん
が
道
社
会
貢
献
賞
を
受
け
る

双
子
の
桜
で
風
に
も
負
け
な
い
愛
を
誓
う

聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
の
夜
を
演
出

参加者全員で「Ｔomorrow」を熱唱しました！

児童会長の水上さんから花束を受ける梶原光雄さん

黄
色
、
白
の
高
さ
１
・
３
c
の
天
燈
30
基
を

製
作
し
ま
し
た
。

天
燈
祭
で
は
陳
郷
長
補
佐
官
が
「
天
燈
の

打
ち
上
げ
を
通
じ
て
津
別
町
の
皆
さ
ん
と
の

交
流
と
友
好
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
後
、
佐
藤
多
一
町
長
に
記
念
品
を

贈
呈
し
ま
し
た
。
こ
の
日
は
強
風
の
た
め
３

基
の
打
ち
上
げ
で
し
た
が
「
世
界
人
類
幸
福

平
安
」「
津
別
町

二
水
郷

親
善
」
と
書
か
れ

た
美
し
い
天
燈
が
夜
空
に
舞
い
上
が
る
と
町

民
か
ら
は
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

17
日
は
朝
か
ら
多
く
の
家
族
連
れ
が
訪
れ

ま
し
た
。
雪
中
の
旗
を
奪
い
合
う
ス
ノ
ー
フ

ラ
ッ
グ
や
３
人
１
組
で
丸
太
を
引
っ
張
る
真

冬
の
大
運
動
会
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ
、
参

加
者
の
雪
ま
み
れ
に
な
る
姿
に
大
き
な
笑
い

声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
リ
コ
ー
ダ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
や

仮
装
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
商
品
券
が
当
た
る
大

も
ち
ま
き
大
会
が
行
わ
れ
、
多
く
の
町
民
が

屋
台
村
の
焼
き
鳥
、
お
で
ん
、
イ
カ
焼
き
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
冬
の
イ

ベ
ン
ト
を
多
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

津別町と二水郷の親善を願い打ち上げました

激走のスノーフラッグに大歓声が！

親
善
の
思
い
を
込
め
た
天
燈
祭
り

大
盛
況
だ
っ
た
つ
べ
つ
雪
ま
つ
り

陳郷長補佐官から記念品を贈られました

仮装カラオケ大会は大爆笑でした

松浦さんに社会貢献賞が伝達されました

賞
に
入
選
し
た
水
上
知
香
さ
ん
（
６
年
生
）

に
津
別
小
学
校
の
体
育
館
で
平
塚
努
網
走
支

庁
長
か
ら
表
彰
状
と
記
念
品
の
伝
達
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
特
に
全
道
８
１
８
作
品
か
ら
選

ば
れ
た
木
島
さ
ん
の
最
優
秀
賞
作
品
は
、
平

成
20
年
度
林
野
火
災
予
防
の
ポ
ス
タ
ー
に
採

用
さ
れ
、
全
道
各
地
に
張
り

出
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
し
た
木
島
さ
ん
は

「
き
れ
い
な
木
が
燃
え
て
し
ま

う
感
じ
で
描
き
ま
し
た
。
特

に
火
を
リ
ア
ル
に
立
体
的
に

し
ま
し
た
、
賞
が
も
ら
え
て

う
れ
し
い
で
す
」
水
上
さ
ん
は

「
入
賞
す
る
と
は
思
わ
な
か
っ

た
の
で
と
て
も
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

林
野
火
災
予
防
作
品
で
４
年
連
続
受
賞

木
島
さ
ん
（
津
小
５
）
が
最
優
秀
賞
受
賞

２
月
18
日
、
林
野
火
災
予
防
の
ポ
ス
タ
ー

部
門
で
北
海
道
知
事
賞
の
最
優
秀
賞
に
入
選

し
た
木
島
乃
の
花
さ
ん
（
５
年
生
）
と
優
秀

【左】最優秀賞　木島乃の花さん

【右】優 秀 賞 水上 知香さん

2日間の作業で６基の雪像を完成させました



１
月
25
日
、
旧
佐
々
木
病
院
の
前
庭
で
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点
灯
式
が
行
わ
れ
、
佐
藤
多
一
町

長
と
津
別
保
育
所
の
橋
爪
彩
乃
ち
ゃ
ん
（
５
歳
）

が
ス
イ
ッ
チ
を
押
す
と
青
や
赤
、
緑
の
艶
や
か
な

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
輝
き
、
会
場
を
訪
れ
た
80

人
の
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
津
別
町
と
交
流

が
続
く
千
葉
県
船
橋
市
の
船
橋
市
ポ
ー
ト
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
の
寄
付
金
25
万
円
を
活
用
し
、

街
並
づ
く
り
推
進
協
議
会
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て

５
c
か
ら
６
c

の
ポ
ー
ル
３
本

に
ツ
リ
ー
状
に

設
置
し
ま
し
た
。

街
並
み
づ
く

り
推
進
協
議
会

の
佐
藤
久
哉
会

長
は
「
今
後
は

ス
ポ
ン
サ
ー
を

見
つ
け
て
イ
ル

ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

公
園
に
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
い
ま
し

た
。

１
月
26
日
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
で
科
学
の
体
験
（
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議

会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
27
人
の
小
学
生
が
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
や
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機
作
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

講
師
の
橋
本
大
教
頭
先
生
（
元
津
別
小
学
校
）

か
ら
「
飛
行
機
は
な
ぜ
飛
ぶ
の
か
」
に
つ
い
て
大

型
扇
風
機
な
ど
で
実
験
し
た
後
、
低
学
年
は
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
、
高
学
年
は
プ
ロ
ペ
ラ
飛
行
機
を
作
製
。

子
ど
も
た
ち
は
羽
根
に
デ
ザ
イ
ン
を
書
き
込
み
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
飛
行
機
を
完
成
さ
せ
た
後
、
み
ん
な

で
ゴ
ム
を
巻
い
て
何
度
も
飛
ば
し
て
遊
び
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
」「
遠
く
ま
で
飛
ん
だ
の
で
う
れ
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

友
好
が
続
く
船
橋
市
と
の
寄
付
金
を
活
用

ま
ち
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式

皆
さ
ん
の
力
で
価
値
あ
る
実
践
を

高
齢
者
の
虐
待
防
止
講
演
会
開
催

65歳以上の男性を対象にした「おじいちゃんの料理教

室」（社会福祉協議会主催）が2月6日（３回日程）から町民

会館調理室で開催されました。この教室は料理の作る楽

しさと交流を図ることを目的に毎年実施されています。

初日は、サバの味噌煮、えびのすりみ汁など４品の料

理に挑戦した11人のおじいちゃんたちでしたが、栄養士

と赤十字奉仕団の協力と日頃鍛えた包丁さばきで美味し

い料理を完成させました。13日はジャージャー麺、20日

にはスパゲティーに挑戦。エプロン姿のおじいちゃんた

ちは今年も新たにレパートリーを増やしました。

町
内
の
料
理
人
が
腕
を
振
る
う

お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
料
理
教
室
開
催

夫
婦
な
か
よ
く
手
を
寄
り
添
っ
て

長
寿
夫
婦
の
集
い
に
48
人
が
参
加

空高く飛行機を飛ばそう

小学生27人が科学の体験

２月２日、中央公民館で高齢者の虐待防止講演会が開

催され、講師の石川秀也さん（北海道医療大学教授）が

「高齢者の虐待防止に向けて」をテーマに講演しました。

石川さんは各地で発生している多くの虐待事例を紹介

し「全国で約１万２千件が虐待と判断されたが実態が分

からないのが現実」と話し、虐待防止と対応は民生委員

や自治会の訪問や声かけ、相談や支援を行う在宅福祉サ

ービス、法律に沿った対応ができる警察や弁護士などの

３つのネットワークを紹介しました。会場を訪れた80人

の方は高齢者虐待防止について一層の理解を深めました。

１
月
30
日
、
町
民
会
館
で
長
寿
夫
婦

の
集
い
（
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
）
が

開
催
さ
れ
、
合
計
年
齢
１
４
０
歳
以
上

の
夫
婦
48
人
が
、
お
い
し
い
料
理
と
ゲ

ー
ム
を
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

チ
ー
ム
対
抗
の
ス
カ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で

は
優
勝
チ
ー
ム
に
豪
華
賞
品
が
贈
ら
れ

る
な
ど
多
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ム
の
後
は
、
昼
食
の
寄
せ
鍋
や
の

り
巻
き
な
ど
を
食
べ
ま
し
た
。
み
ん
な

と
食
べ
る
楽
し
い
食
事
に
、
会
話
も
弾

み
ま
し
た
。
夫
婦
65
年
目
を
迎
え
た
柏

町
の
高
松
達
さ
ん
・
キ
ミ
さ
ん
は
「
大

切
な
の
は
人
と
の
交
流
。
そ
し
て
お
互

い
に
助
け
合
う
こ
と
で
す
」
と
夫
婦
円

満
の
秘
訣
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

２
月
６
日
、
中
央
公
民
館
で
津
別

町
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
（
福
井
全
雅

会
長
）
に
よ
る
も
ち
つ
き
体
験
学
習

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
で
３
年
目

の
体
験
学
習
は
、
町
内
３
校
の
特
別

支
援
学
級
の
子
ど
も
た
ち
に
い
ろ
い

ろ
な
体
験
か
ら
生
活
の
向
上
を
目
指

す
こ
と
を
目
的
に
、
パ
ン
作
り
な
ど

も
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

８
人
の
児
童
生
徒
は
、
自
治
会
関

係
者
や
保
護
者
の
協
力
を
受
け
な
が

ら
、
も
ち
米
６
キ
ロ
を
元
気
い
っ
ぱ

い
つ
き
ま
し
た
。
つ
き
た
て
の
お
も

ち
は
雑
煮
、
お
汁
粉
、
き
な
粉
も
ち
、

み
た
ら
し
も
ち
に
し
て
み
ん
な
笑
顔

い
っ
ぱ
い
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

お
い
し
い
お
も
ち
が
で
き
ま
し
た

手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
に
多
く
の
協
力

今
年
も
、
第
31
回
冬
季
町
民
ス
ケ
ー
ト
大
会
と

同
ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
26
日
、
厳
し
い
寒
さ
の
中
の
開
催
さ
れ
た

ス
ケ
ー
ト
大
会
は
、
津
別
小
学
校
内
の
町
民
ス
ケ

ー
ト
リ
ン
ク
で
、
町
内
の
小
中
学
生
と
一
般
の
方

45
名
が
参
加
し
、
１
０
０
c
か
ら
１
０
０
０
c
ま

で
５
種
目
の
ス
ピ
ー
ド
競
技
と
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ

ー
に
挑
戦
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
大
き
な
声

援
を
受
け
な
が
ら
自
己
記
録
更
新
を
目
指
し
、
元

気
い
っ
ぱ
い
滑
っ
て
い
ま
し
た
。

ス
キ
ー
大
会
は
、
２
月
３
日
、
町
民
ス
キ
ー
場

で
町
内
の
幼
児
と
小
学
生
21
人
が
参
加
し
、
町
民

ス
キ
ー
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
雪
不

足
の
た
め
大
会
コ
ー
ス
は
２
０
０
c
に
設
定
さ
れ

ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
上
位
を
目
指
し
、
一

生
懸
命
滑
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
除
雪
ス
コ
ッ

プ
で
重
り
を
飛
ば
す
雪
か
き
選
手
権
が
行
わ
れ
、

会
場
か
ら
は
笑
い
声
が
飛
ん
で
い
ま
し
た
。

町
民
ス
ケ
ー
ト
・
ス
キ
ー
大
会
開
催

元
気
な
滑
り
に
応
援
と
拍
手
が
い
っ
ぱ
い

上位を目指して元気に滑る子どもたち

恒例の雪捨て選手権。大人の子どもも楽しみました

２月９日、津別小学校の小グランドでこども冬

まつりが行われ、大勢の子どもたちが寒さに負け

ず、冬の１日を楽しく過ごしました。

会場内では雪玉標的落とし、雪上サッカーや長

ぐつ飛ばしなど楽しいゲームがめじろ押し。人気

の氷柱だきつきには長蛇の列ができ、高さ２c直

径30bの氷柱から落ちないよう必死に抱きつきタ

イムを競っていました。数秒で落ちてしまう児童

もいる中、冷たさに耐えながら10分以上も頑張る

児童もいてみんなを驚かせていました。

テント内にはやきとりやいももち、温かい飲み

物が用意され、お昼はお母さんたちが作ったおい

しいカレーライスを笑顔で食べていました。

楽しいゲームが盛りだくさん！

歓声が溢れた子ども冬まつり

力いっぱい長靴を飛ばしました がっちりと氷柱に抱きつく子どもたち



山
紫
水
明
（
山
や
川
の
景
色
が
美
し

い
こ
と
。）
の
里
、
上
里
に
住
む
佐
野

敏
行
さ
ん
に
思
い
出
も
含
め
い
ろ
い
ろ

と
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

佐
野
さ
ん
は
、
上
湧
別
町
生
ま
れ
で

昭
和
26
年
、
妻
の
繁
子
さ
ん
と
結
婚
、

当
時
、
農
業
経
営
の
傍
ら
澱
粉
工
場
も

営
み
川
を
堰
き
止
め
、
水
路
を
造
り
水

車
を
原
動
力
と
し
澱
粉
を
生
産
、
昭
和

33
年
ま
で
経
営
し
て
い
た
。

趣
味
は
馬
の
飼
育
で
若
い
頃
か
ら
動

物
好
き
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
昭
和
31
年

に
初
め
て
飼
育
し
た
馬
が
品
評
会
に
お

い
て
10
万
円
で
売
れ
（
当
時
の
農
家
年

収
は
２
０
０
万
円
か
ら
３
０
０
万
円
ぐ

ら
い
）、
品
評
会
終
了
後
、
一
緒
に
来

て
い
た
原
田
さ
ん
が
め
ん
羊
を
つ
ぶ
し

て
「
バ
ケ
ツ
一
杯
の
味
付
け
ジ
ン
ギ
ス

カ
ン
を
持
参
し
て
く
れ
、
味
付
け
し
た

肉
を
炭
火
に
の
せ
小
南
さ
ん
な
ど
の
仲

間
と
肉
を
箸
で
押
さ
え
な
が
ら
食
べ
る

味
は
格
別
だ
っ
た
」
と
懐
か
し
く
話
し

て
く
れ
た
。

自
然
の
豊
か
な
里
も
昭
和
39
年
か
ら

森
林
鉄
道
の
廃
止
、
営
林
署
担
当
区
の

廃
止
、
中
学
校
の
廃
止
、
里
美
分
校
廃

止
な
ど
時
代
の
移
り
変
わ
り
の
中
、
当

時
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
旧
上
里
小
学

校
周
辺
は
、
森
林
鉄
道
が
走
っ
て
い
た

た
め
、
営
林
署
の
担
当
区
が
３
カ
所
、

世
帯
数
が
戦
後
入
植
者
も
含
め
１
５
０

世
帯
、
簡
易
郵
便
局
や
商
店
も
３
軒
も

あ
っ
て
賑
や
か
で
あ
っ
た
が
営
林
署
担

当
区
の
統
廃
合
、
森
林
鉄
道
の
廃
止
な

ど
で
急
速
に
過
疎
化
し
、
学
童
児
童
の

激
減
に
よ
り
上
里
小
学
校
の
歴
史
が
閉

じ
ら
れ
、
地
域
活
性
化
の
切
り
札
だ
っ

た
津
別
ス
キ
ー
場
の
廃
止
も
あ
っ
て
、

山
の
景
色
や
川
の
清
ら
か
さ
は
変
わ
ら

な
い
も
の
の
通
過
す
る
車
も
減
り
、
た

ま
に
走
る
の
は
地
元
の
人
だ
け
」
と
寂

し
げ
に
語
っ
た
。

す
で
に
、
農
業
経
営
か
ら
は
リ
タ
イ

ア
し
農
業
経
営
を
継
い
で
い
る
長
男
、

成
昭
さ
ん
夫
婦
の
農
作
業
の
手
伝
い
な

ど
忙
し
い
日
々
を
送
っ
て
い
る
。

「
山
紫
水
明
の
里
」
を
こ
よ
な
く
愛

す
る
家
族
に
恵
ま
れ
、
繁
子
さ
ん
と
幸

せ
な
人
生
を
送
っ
て
い
る
敏
行
さ
ん
で

す
。

さの　としゆき　さん／大正14年上湧別町で生まれる／昭和26年津別町に
転入し農業を営む／妻繁子さんと長男成昭夫婦との５人家族／趣味の庭造
りと馬の飼育を楽しむ／82歳／上里在住

さ
ん

山
紫
水
明
の

里
に
生
き
る

佐
野
　
敏
行

【359】

お問い合わせ †76－2151税務係（内線 219）
収納係（内線 218）

お問い合わせ　健康推進係 † 76 －2151内線231・232

健
康
づ
く
り
に
運
動
は
欠
か
せ
な

い
、
と
い
わ
れ
て
い
て
も
、
ど
の
よ

う
な
運
動
を
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら

な
い
、
と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
？
ま
ず
は
手
軽
な
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
か
ら
始
め
ま
せ
ん
か
？

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
効
果
】

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」「
１
人
で
も
」
気
軽
に

で
き
る
運
動
で
す
。
ま
た
、
肥
満
の

解
消
や
生
活
習
慣
病
予
防
に
お
勧
め

で
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ゆ
っ
く

り
長
時
間
運
動
す
る
こ
と
が
で
き
、

体
に
酸
素
を
た
っ
ぷ
り
取
り
込
む
こ

と
が
出
来
る
の
で
、
体
脂
肪
が
燃
え

る
の
に
必
要
な
多
量
の
酸
素
を
供
給

す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
ま
た
、
運

動
自
体
の
カ
ロ
リ
ー
消
費
に
加
え

て
、
基
礎
代
謝
を
高
め
る
効
果
が
運

動
後
24
時
間
程
度
持
続
す
る
た
め
、

脂
肪
を
燃
や
し
や
す
い
体
に
な
り
減

量
に
効
果
的
で
す
。
そ
の
他
、
心
肺

機
能
を
強
く
し
、
筋
肉
を
活
性
化
し

ま
す
。

【
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト
】

１
・
20
分
以
上
続
け
れ
る
ペ
ー
ス
で

（
１
週
間
に
３
回
以
上
行
う
と
効
果

的
で
す
）

２
・
運
動
に
慣
れ
て
い
な
い
場
合
や

高
齢
の
方
は
、
ま
ず
ゆ
っ
く
り
ペ
ー

ス
で
１
カ
月
、
次
に
普
通
の
速
さ
で

１
カ
月
、
慣
れ
て
き
た
ら
、
少
し
速

さ
を
あ
げ
て
い
く
、
と
い
う
よ
う
に

少
し
づ
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し
て
い

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

【
こ
ん
な
人
は
医
師
に
相
談
し
よ
う
】

肥
満
度
の
高
い
人
、
普
段
か
ら
血

圧
の
高
い
人
、
脈
拍
の
多
い
人
、
心

電
図
や
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
異
常
が
あ
る

人
、
心
臓
病
、
腎
臓
病
、
肝
臓
病
な

ど
の
慢
性
病
の
あ
る
人
。

※
運
動
の
前
後
に
は
ス
ト
レ
ッ
チ
な

ど
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

昨
年
５
月
か
ら
津
別
高
校
に
勤
務
し

て
い
る
石
黒
竜
太
さ
ん
は
道
南
の
上
ノ

国
町
出
身
で
す
。
初
の
赴
任
地
津
別
町

の
感
想
を
「
元
気
い
っ
ぱ
い
の
生
徒
に

囲
ま
れ
楽
し
い
で
す
。
で
も
鹿
の
集
団

に
遭
遇
し
た
の
は
驚
き
で
す
」（
笑
）

現
在
、
英
語
と
弓
道
部
を
担
当
。
教

師
を
目
指
し
た
き
っ
か
け
は
青
春
を
か

け
た
サ
ッ
カ
ー
部
の
指
導
者
に
な
っ
て

強
い
チ
ー
ム
を
作
り
た
か
っ
た
と
話
す

石
黒
先
生
。
将
来
は
「
実
生
活
に
生
か

せ
る
英
語
を
教
え
ら
れ
る
熱
く
て
元
気

な
先
生
を
目
指
し
ま
す
」

趣
味
は
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
毎
週

ジ
ム
に
通
い
肉
体
を
鍛
え
て
い
ま
す
。

大
学
時
代
も
キ
ッ
ボ
ク
シ
ン
グ
に
打
ち

込
み
、
魔
裟
斗
を
崇
拝
し
て
い
ま
す
。

休
日
は
管
内
の
Ａ
Ｅ
Ｔ
と
ド
ラ
イ
ブ

や
食
事
に
出
か
け
、
英
語
を
通
じ
た
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。

今
年
卒
業
す
る
生
徒
た
ち
に
「
人
に

負
け
な
い
も
の
を
身
に
つ
け
て
ほ
し

い
、
人
を
思
い
や
る
気
持
ち
を
も
っ
て

ほ
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
石
黒

先
生
も
４
月
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

語
学
学
校
で
２
年
間
勉
強
に
励
み
、
資

格
を
取
り
な
が
ら
自
分
を
一
層
高
め
て

き
た
い
と
熱
く
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ボ
ク
シ
ン
グ
で
鍛
え
た
体
力
で
熱
い
先
生
を
目
指
し
ま
す

石
黒

竜
太

さ
ん

いしぐろ りゅうた さん／昭和57年8月生まれ

津別高校に勤務／共和

さ
あ
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

は
じ
め
ま
し
ょ
う
！

原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車
な
ど
の
名

義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き
は
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。

軽
自
動
車
税
は
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現

在
に
所
有
し
て
い
る
方
が
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動

車
な
ど
を
譲
ら
れ
て
所
有
者
（
使
用
者
）
が

変
わ
っ
て
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
や
も
う

使
用
し
な
い
原
動
機
付
自
転
車
や
軽
自
動
車

な
ど
を
所
有
し
て
い
る
方
は
、
そ
の
ま
ま
に

し
て
お
く
と
今
年
も
課
税
に
な
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
方
は
名
義
変
更
や
廃
車
の
手
続
き

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

手
続
き
先
は
、
軽
自
動
車
な
ど
の
種
類
に

よ
っ
て
異
な
り
、
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型

特
殊
自
動
車
（
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
）
は
役
場

税
務
係
で
、
軽
自
動
車
は
軽
自
動
車
協
会

（
北
見
市
三
輪
25
）
で
、
小
型
二
輪
は
北
見

陸
運
事
務
所
で
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
詳
し
く
は
役
場
税
務
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

町
税
を
未
納
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
本

税
の
ほ
か
に
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
未
納
の
税
金
が
な
い
か
お
確
か
め
の

上
、
未
納
分
は
早
急
に
納
付
願
い
ま
す
。

ま
た
、
納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
放
置
せ

ず
役
場
収
納
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

原
付
や
軽
自
動
車
の
名
義
変
更

の
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
？

町
税
の
未
納
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

マイぺースで姿勢よく歩きましょう！
正しいウォーキングのフォーム

肩の力を抜く　

胸を張り、

背筋を伸ばす　

目線はやや遠くを見る

あごは軽く引く　

歩幅はできるだけ広く

腕は軽く曲げて

前後に振ると早く歩ける　

脚は伸ばす

しっかりと
踏み出す着地はかかとから

履きなれた

運動靴



町
内
各
小
学
校
の
平
成
20
年
度

入
学
予
定
数
は
次
の
と
お
り
で
す
。

津
別
小
学
校
（
男
17
・
女
12
）
29
人

本
岐
小
学
校
（
男
２
・
女
１
）
３
人
　

活
汲
小
学
校
（
男
１
・
女
０
）
１
人

な
お
、
新
入
学
児
童
の
住
所
・

氏
名
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の

観
点
か
ら
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

教
育
委
員
会
総

務
係
†
76
―

２
１
５
１
内
線
２

７
１

平
成
20
年
度
の
奨
学
生
を
次
に

よ
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
期
限

４
月
15
日
ま
で

募
集
人
員

高
校
生
１
名
、
大
学

生
７
名
（
予
定
）

奨
学
金
の
額

▼
高
等
学
校
に
就

学
ま
た
は
在
学
の
方
は
１
カ
月

１
万
円
▼
大
学
・
専
門
学
校
に

就
学
ま
た
は
在
学
の
方
は
１
カ

月
２
万
５
千
円

申
し
込
み
先

教
育
委
員
会
総
務

係
†
76
―

２
１
５
１
内
線
２
７
１
　

３
月
、
４
月
は
進
学
や
就
職
な

ど
で
転
出
・
転
入
が
多
く
な
る
時

期
で
す
。
住
所
を
移
さ
れ
る
方
は
、

届
け
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

虚
偽
の
届
け
出
防
止
の
た
め
、
す

べ
て
の
届
け
出
に
つ
い
て
届
出
人

の
本
人
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す
の

で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

津
別
か
ら
住
所
を
移
さ
れ
る
方

役
場
で
転
出
の
届
け
出
を
し
、
転

出
証
明
書
（
転
出
先
の
市
町
村
役

場
へ
提
出
し
ま
す
）
を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑

・
保
険
証
（
国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
）

・
乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証
、
老

人
医
療
費
受
給
者
証
、
介
護
保

険
者
証
な
ど

・
転
出
先
の
住
所

届
け
出
先
　
役
場
住
民
窓
口
係

†
76
―

２
１
５
１
内
線
２
２
２

水
道
の
届
け
出

町
の
水
道
に
届
け
出
が
必
要
な

と
き
は
転
入
や
転
出
を
し
た
と
き
。

ま
た
町
内
で
住
所
が
変
わ
っ
た
と

き
も
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１
カ
月
以
上
家
を
留
守
に
す
る
場

合
は
、
事
前
に
給
水
停
止
手
続
き

を
し
て
お
く
と
、
留
守
の
間
は
水

道
料
金
が
か
か
り
ま
せ
ん
。

届
け
出
先

役
場
上
下
水
道
係

†
76
―

２
１
５
１
内
線
２
５
３

電
気
の
届
け
出

北
海
道
電
力
へ
届
け
て
く
だ
さ

い
。
届
け
出
先
は
次
の
通
り
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
24
時
間
受
付
）

【h
ttp
:/
/
w
w
w
.h
e
p
c
o
.c
o
.jp

】

一
般
電
話
（
携
帯
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
可
）

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
　

†
０
１
２
０
―

12
―

６
５
６
５
　

受
付
時
間
　
平
日
の
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
ま
で
・
土
曜
日
は
午

前
９
時
〜
午
後
３
時
ま
で

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
24
時
間
受
付
）

０
１
２
０
―

12
―

６
７
８
０

転
出
・
転
入
を
さ
れ
る
方
は

届
け
出
が
必
要
で
す

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

広報統計係 † 76－2151内線243

FAX    76－2976

入
学
お
め
で
と
う

今
年
の
新
１
年
生
は
33
人

津
別
町
奨
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す

生後４～７カ月児の保護者を対象にした離乳食

（初期、中期)の教室を開催します。

この教室では、講話（離乳食のポイント、進め方

など）、調理実習（初期、中期）、試食などを予定し

ています。当日は保健師の育児相談（４～７カ月児）

がありますので、お気軽に参加してください。

日　　時 ３月19日（水）午後1時30分～3時15分

育児相談　午後3時15分からです

場　　所　町民会館　調理室と和室

持 ち 物　エプロン、三角巾、

母子手帳、手ふき

タオル

参 加 費 無料です

申し込み ３月14日（金）

そ の 他 託児があります

問い合わせ先　役場健康推進係†76－2151内線232

■期日前投票は下記のとおりです。

期　間 4月３日（木）～4月６日（日）

時　間 午前８時３０分～午後８時

場　所 議会議事堂（町民懇談室）

■立候補予定者事前説明会

日　時 ３月２４日（月） 午後１時３０分

場　所　林業研修会館２階集会室　

その他　候補者１人につき３人以内

� 
�

問い合わせ先　津別町選挙管理委員会事務局

†７６－2 1 5 5（内線 286・333）

■津別町農業委員会委員の選挙が行われます。

告示日　４月２日（水）

投票日　４月７日（月）

時　間 午前７時～午後６時

場　所 議会議事堂（町民懇談室）

急
病
　
126件

交
通
事
故
29件

急
病

　

126件

交
通
事
故
29件

250

200

救急出動件数
（件）

（件）

1

5

3

202

254

224 224

228

3

5
4

65

15
年

16
年

17
年

18
年

19
年

昨年１年間の津別町内における火災は４件発生して

います。 ほかにボヤなどの警戒出動が８件。下のグラ

フのとおり、昨年度より２件減少しています。

このうち建物火災が２件、車両火災が１件、その他

火災が１件で、損害額の合

計は165万円を超えていま

す。

ちょっとした不注意から

火災は発生します。「スト

ーブには燃えやすいものを

近づけない」「ガスコンロの前を離れるときは必ず火を

消す」「寝たばこは絶対やめる」など、日ごろから火災

を出さない習慣を身に付けましょう。出かける前、休

む前には、もう一度火の元を点検しましょう。

火災発生件数

津別町の火災発生・救急出動件数

救急出動の事由別件数 （平成19年１月～12月）

（各年１月～12月）

津別町火災の損害額は165万円！

交通事故や急病などのとき出動する救急出動件数が、

左のグラフのとおり横ばい状態が続

いています。

昨年１年間では228件と前年と比

べ４件増加しています。出動した事

由別では、上の円グラフのとおり急

病が半数以上を占めています。

現在津別消防署には、７名の救急救命士が配置され、

事故や急病などで心臓停止や呼吸停止、多量出血など１

分１秒を争う救命のための体制をとっています。また、

「気管挿管」と「薬剤投与」の認定者が１人づついます。

救急車の出動は、昨年より４件増加しています！

�

火災から大切な生命を守るため

住宅用火災報知器を設置しましょう

�



�

交
付
場
所
　

（
老
人
ク
ラ
ブ
）

時
　
　
間

地
　
域
（
自
治
会
）

豊

永

９
時
00
分
〜
10
時
30
分

豊
永
１

豊
永
２

豊
永
３

豊
永
４

友
楽
園

９
時
00
分
〜
10
時
00
分

幸
町
　
東
町
　
新
町

柏
寿
園

10
時
05
分
〜
10
時
40
分

柏
町
　
達
美
町

旭
町
１

旭
町
２

旭
町
３

高
台
１

高
台
２

共
和
２

共
和
３

共
和
４

10
時
35
分
〜
11
時
45
分

10
時
45
分
〜
11
時
45
分

旭
昇
園

新
　

栄

美

都

13
時
30
分
〜
13
時
40
分

13
時
50
分
〜
14
時
50
分

上
美
都
　
下
美
都
　
上
里

西
町
　
緑
町
１
　
緑
町
２

緑
町
３
　
達
美
　
本
町

西
達
美

上
最
上

下
最
上

双
葉
　
沼
沢
　
本
岐
市
街

本
岐
２
　
木
樋
　
二
又

大
昭

恩
根
１
　
恩
根
中
央

共
和
１

13
時
20
分
〜
13
時
30
分

13
時
40
分
〜
13
時
50
分

14
時
00
分
〜
14
時
20
分

西

区

共

和

恩
　

根

本
　

岐

布
　

川

高
台
町

相
　

生

活

汲

14
時
30
分
〜
14
時
40
分

15
時
00
分
〜
15
時
30
分

14
時
50
分
〜
15
時
30
分

15
時
40
分
〜
16
時
00
分

布
川

高
台
町
　
東
達
美

相
生
中
央
　
相
生
２

活
汲
１
　
活
汲
３
　

活
汲
中
央
　
岩
富
　
東
岡

３月12日（水）

■対象者 q 70歳以上の方（昭和13年４月１日までに生まれた方）

w３級以上の身体障害者手帳をお持ちの方（寝たきりなどでバスに乗れない方は除きます）

e wに該当する方でひとりでバスに乗車できない方の介護者　

■申請に必要なもの　印鑑、身体障害者手帳、（wに該当する方）

■申請先 ３月12日は下記の場所・時間で行います。３月13日以降は役場福祉係窓口で行います。

■問い合わせ先　役場福祉係 †76－２１５１内線２９９

多発する不慮の事故などにより、輸血よる血液の需

要はますます多くなっていますが、これらに必要な血

液はすべて献血により賄われています。

ぜひ「献血」にご理解とご協力をお願いします。

今年は７月29日（火）、11月18日（火）にもひま

わり号が来町します。

1：実施日 ４月７日（月）

2：場所：時間

議 事 堂 前 9：40～12：00

〃　　 13：00～14：40

丸玉産業前 14：50～15：30

石橋呉服店 15：40～16：00

※当日、献血にご協力いただいた方にはライオン

ズクラブからプレゼントをお渡しします。

問い合わせ先 役場健康推進係

† 76－2151  内線 231・232

交
通
災
害
共
済
は
、
わ
ず
か
な

掛
け
金
で
加
入
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
万
一
の
交
通
事
故
の
と
き
に

見
舞
金
が
受
け
ら
れ
る
、
会
員
相

互
の
助
け
合
い
制
度
で
す
。

平
成
19
年
度
（
１
月
末
現
在
）

も
交
通
災
害
に
よ
り
22
件
３
０
４

万
円
が
町
民
の
方
に
共
済
金
が
支

給
さ
れ
ま
し
た
。

会
費

一
人
年
額
５
０
０
円

加
入
期
間

平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
平
成
21
年
３
月
31
日
ま
で

（
途
中
加
入
は
、
加
入
し
た
翌
日

か
ら
）

見
舞
金

２
万
円
〜
１
０
０
万
円

加
入
対
象
者

津
別
町
に
住
民
登

録
を
し
て
い
る
方

申
し
込
み

３
月
中
に
自
治
会
を

通
じ
て
加
入
を
呼
び
掛
け
ま
す

の
で
、
そ
の
際
に
人
数
分
の
会

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
住
民
活
動

係
†
76
―

２
１
５
１
内
線
２
１
６

所
得
税
の
申
告
と
納
税
の
期
限

が
３
月
17
日
（
月
）、
消
費
税
（
個

人
事
業
者
）
の
申
告
と
納
税
の
期

限
が
４
月
１
日
（
火
）
に
な
っ
て

い
ま
す
。
特
に
、
所
得
税
の
確
定

申
告
は
期
限
近
く
に
な
る
と
混
雑

し
、
長
時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
を
口
座
か
ら
引
落

す
振
替
納
税
を
利
用
す
る
と
所
得

税
は
４
月
22
日
（
火
）、
消
費
税
は

４
月
24
日
（
木
）
に
引
落
し
に
な

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
税
務
係

†
76
―

２
１
５
１
内
線
２
１
９

人
事
院
・
国
税
庁
で
は
平
成
20

年
度
国
税
専
門
官
採
用
試
験
を
次

に
よ
り
実
施
し
ま
す
。

受
験
資
格

q
昭
和
54
年
４
月
２
日
〜
昭
和
62

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

w
昭
和
62
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
次
に
該
当
す
る
方

・
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成

21
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
　

・
人
事
院
が
大
学
卒
業
と
同
等
の

資
格
が
あ
る
と
認
め
る
方

試
験
日

第
１
次
試
験
　
６
月
15
日
（
日
）

第
２
次
試
験
　
７
月
28
日
（
月
）

〜
31
日
（
木
）
の
指
定
さ
れ
た
日

受
け
付
け
期
間

４
月
１
日
〜
４
月
14
日

・
申
込
書
は
で
き
る
だ
け
郵
送

（
配
達
記
録
）
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

網
走
税
務
署
総
務
課

†
０
１
５
２
―

43
―

２
１
８
１

今
年
も
労
働
保
険
（
労
災
保

険
・
雇
用
保
険
）
の
年
度
更
新
手

続
き
を
行
う
時
期
に
な
り
ま
し
た

の
で
事
業
主
の
み
な
さ
ん
は
最
寄

り
の
金
融
機
関
、
労
働
基
準
監
督

署
を
通
じ
て
申
告
・
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

申
告
・
納
付
期
限
　
４
月
１
日
か

ら
５
月
20
日
ま
で

申
告
・
納
付
す
る
内
容
　
平
成
19

年
度
確
定
保
険
料
・
平
成
20
年

度
概
算
保
険
料

問
い
合
わ
せ
先

北
見
労
働
基
準
監
督
署

†
０
１
５
７
―

23
―

７
４
０
６

「
高
齢
運
転
者
標
識
」
の

表
示
を
義
務
化
し
ま
し
た

住民活動係

†７６－２１５１

内線216

19
年
６
月
20
日
公
布
さ
れ
た
道

路
交
通
法
の
一
部
改
正
で
、
20
年

６
月
19
日
ま
で
に
施
行
さ
れ
る
主

な
改
正
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

q
普
通
自
転
車
の
歩
道
通
行
ル
ー

ル
が
変
更
さ
れ
、
自
転
車
は
車
道

通
行
が
原
則
で
す
が
、
子
ど
も
な

ど
（
13
歳
未
満
）
が
運
転
す
る
場

合
、
歩
道
を
通
行
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

w
子
ど
も
の
自
転
車
乗
車
時
に
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
が
保
護
者
の

努
力
義
務
と
な
り
ま
す
。

e
後
部
席
で
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着

用
が
義
務
化
さ
れ
、
運
転
者
は
自

動
車
を
運
転
す
る
際
に
は
同
乗

者
全
員
に
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
装

着
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

r
75
歳
以
上
の
運
転
者
に
普
通
自

動
車
へ
の
高
齢
運
転
者
マ
ー
ク

の
表
示
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
交
通
安
全
協
会

津
別
支
部
（
津
別
町
商
工
会
内
†

76
―

２
１
９
１
）
で
は
１
０
０
人
の

方
に
高
齢
運
転
者
マ
ー
ク
を
無
料

配
布
い
た
し
ま
す
。

◎店舗荒し事件発生！

１月18日、美幌町字稲美の飲

食店内に泥棒が侵入。犯人は店内

から現金を盗んで逃走しました。

◎振込詐欺未遂事件発生！

１月28日、旭川市内でNHKを

語り「地上デジタル放送の受信料を３万円分振り込

んでください」という内容の電話がありました。

◎架空請求事件発生！

１月28日、津別町内の住民にＬＰ通信管理事務

局と称する会社から身に覚えのないサイト使用料請

求のメールが送信されました。

◎買い物商品盗難事件発生！

１月30日、美幌町字三橋南のスーパーで買い物

客が目を離したすきに、購入した米が盗まれました。

地 域 安 全 ニ ュ ー地 域 安 全 ニ ュ ー スス

美幌と津別の防犯協会と美幌警察署からの情報を掲載しています。

内容については各防犯協会または警察署にお問い合わせください。
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■募集人員 北海道内80名

■任　　期　平成20年６月１日～平成21年３月31日

■対 象 者・道内に居住する満20歳以上の方

・電話・インターネットなどの電気通信サ

ービスに関心がある方

■仕事内容・アンケートへの回答（２回予定）

・モニター会議への出席

■謝 礼 金 アンケート回答者及びモニター会議出

席者に謝礼金を支払います。

■申込期限 3月3日（月）から4月4日（金）まで

■応募方法　はがき、封書、FAXまたは電子メールで

応募できます。詳細は下記までお問い合

せください。

【 問い合わせ先】北海道総合通信局 電気通信事業課

†011－709－3956 FAX 011－709－2482

E-mail : monitor-hokkaido@rbt.soumu.go.jp
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働
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め
に

愛の妖精けんけつちゃん
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† 76－２１５１内線 222
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平成20年４月から老人保健制度で医療を受けている75歳以上の方（一定の障がいがある

方は65歳以上）は新しく創設される後期高齢者医療制度で医療を受けることになりますの

で,現在利用している国民健康保険の「被保険者証」と「老人医療受給者証」は３月31日で

使用できなくなり、「後期高齢者医療被保険者証」への更新が必要になります。

これからは、医療機関の窓口で「後期高齢者医療被保険者証」を提示して医療を受ける

ことになりますので必ず期日までに更新してください。
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60歳
に
な
っ
て
も

保険料納付

●対 象 者　町内に在住する満60歳以上の男女

（平成20年4月1日現在）であれば、

どなたでも応募できます。

●自治会費 2，000円（入学時に納入）

●定　 員　20名（先着順）

●活動内容 毎月の講座のほかクラブ活動（各種行事あり）

●申込期日　3月31日（月）まで

●問い合わせ先 中央公民館社会教育係† 76－2713

日本全国で提供されている加入電話、公衆電話、緊

急通知（110番・118番・119番）の電話サービスが、電

気通信事業法に定められたユニバーサルサービスです。

NTT東日本、西日本が提供しているこれらのサー

ビスは携帯電話やＩＰ電話の普及、電話サービスの競争の進展等に伴

い電話料金が大幅に安くなりましたが、一方でサービスの提供費用が

不足することになりました。

このため、NTT東日本、西日本も含め固定電話、携帯電話、PHS、Ｉ

Ｐ電話などの電話会社50数社が協力して費用を出し合う「ユニバーサ

ルサービス制度」が平成19年度スタートし、約1年が経過しました。

今回、補てん額の算定方式の見直しなどにより、平成20年1月以降、

電話番号あたりの月額（番号単価）が7円から6円に変更されましたの

でお知らせします。

【問い合わせ先】総務省 北海道総合通信局 † 011－709－3956

「電話のユニバーサルサービス制度」により

全国の電話が維持されています！
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※現行の代表電話は、一定期間経過後に廃止予定です

※FAX番号（0157－25－8 4 8 9）に変更はありません

更新日程表（土・日曜日は除きます）

問い合わせ先 役場国保係 †７６－２１５１内線２２８：２２９

↓

被保険者証
国民健康保険
被用者保険

老人医療

受給者証

+

3月31日まで ４月１日から

後期高齢者医療

被保険者証

(注） 一人につき

１枚の被保険者証

が交付されます

【更新手続き方法】

現在使用している老

人医療受給者証・被

保険者証・印鑑を持

参してください。

問い合わせ先 役場国保係 †７６－２１５１内線２２８：２２９

７０歳から７４歳の方（前期高齢者）がお持ちの「高齢受給者証」を更新します！

６５歳から７４歳までの国保退職者医療制度に加入されている方の保険証を更新します！

医療制度の改正で前期高齢者の窓口負担が１割から２割

に変更されましたが、21年3月までは1割に据え置かれてい

ます。このため、現在の高齢受給者証の負担割合欄には、１割

と２割とに記載されている人が混在しています。

4月から使用する高齢受給者証は、対象となる方に直接

郵送しますので旧受給者証は、国保係までお返しください。

なお、新たに交付する高齢受給者証の有効期限は平成20

年7月31日までで、19年度の所得判定後、あらためて８月1

日から使用する高齢受給者証と切り替えます。今回の措置

は、今年度限りの措置となります。

既に３割負担の方（現役並み所得者）、後期高齢者医療制

度の対象となる一定の障がい認定を受けた方は除かれます。

該当される方には、封書で通知します。

65歳以上の方で、国保退職者医療制度に加入されている

方は、４月１日から一般国保制度加入者に変更されます。

そのため、現在お持ちの被保険者証を新たな保険証に更

新しますので役場国保係で受け取りください。該当される

方にはハガキで通知します。

【更新手続き方法】被保険者証・印鑑を持参してください。

↓

３月31日まで ４月１日から

退職者医療制度の

対象年齢

75歳未満

退職者医療制度の

対象年齢

65歳未満

65
歳
未
満

75
歳
未
満

↓

21年3月31日まで 21年4月1日から

70歳以上75歳未満

（現役並み所得以外）

１割負担

70歳以上75歳未満

（現役並み所得以外）

２割負担

２
割
負
担

１
割
負
担

�

現在、北海道警察では今年７月に開催

される北海道洞爺湖サミットに向けて、

テロの未然防止を目的として、不審外国

人等を潜伏、滞在させないための対策を

推進しているほか、サミット反対勢力に

よる妨害などを警戒しています。

昨年のドイツサミットでは、約８万人の大規模なデ

モが行われ、一部の過激な団体が車両への放火や、関

係者の移動を阻止するための道路封鎖を行い、大きな

混乱に発展しました。その時の活動者等が来道する可

能性も十分考えられます。

北見方面管内でも、駅、空港、港をはじめとして警

戒強化を図っています。不審者、不審物件を見付けた際

の通報や警戒警備へのご理解とご協力をお願いします。

■問い合わせ先 美幌警察署　72－0110

小学生とのスポーツ交流


